
四尾連湖（しびれこ）～蛾ヶ岳（ひるがたけ）～三方分山～精進湖（しょう
じこ）

2015年6月21日(日)　曇りのち雨

メンバー：磯部N(リーダー)、手塚、JO、藤田M、西尾

四尾連湖から稜線伝いに歩いて精進湖を目指すというコースに以前より関心があった。
湖から湖まで、というコース設定が何とも面白いと思っていた。

当日の天気予報は降水確率７０パーセント。・・・気が重い。
が、全体が樹林帯の中なので、雨の覚悟で出かけた。
精進湖畔で仮眠ののち、車を一台デポ。３２キロ離れた四尾連湖登山口へ４０分ほどかけて移動。
曇りの下、歩き出す。



四尾連湖の駐車場・早朝なので（？）１台だけ・料金￥４００

総歩行距離は約１５キロと長いがアップダウンは厳しくない。 登山道はほとんどが広葉樹林なので、
新緑を通して日射しも入り、意外に明るく、要所には看板や、テープもついていて、迷うことはなかった。



優しい緑の中の道

途中、大畠山も登頂し、そのまま稜線を進み、急登後、蛾ヶ岳に着くが、本来は富士山の展望所なの
にガスって展望無し。



整備された登山道にかかる橋



ガスの中の蛾ヶ岳山頂

蛾ヶ岳からは粘土質の滑りやすい坂を大下りして、その後、大平山の山頂も踏んで、折門峠、地蔵
峠、八坂峠などをへて一旦林道へ出る。



思わず見上げた地蔵峠の栂の大木



看板と地図で現在地の確認

八坂峠から５０ｍほどを一気に登ると林道にぶつかる。この林道を横切り、ロープのかかる斜面を直
登して釈迦ヶ岳山頂を目指した。 



ハシゴとロープで始まる釈迦ヶ岳直登コース



急坂を登れば釈迦の頂上だ！



釈迦ヶ岳山頂に咲くヤマボウシ・梅雨の時期は白い花が多い

釈迦ヶ岳山頂で休んでいると、ついに雨が降り出した。
ここから、三方分山を越えて、精進湖へ下りるまで、雨が降り続いた。 釈迦が岳と三方分山の間は岩も
多く、濡れているので滑らないように気をつけて歩いた。



三方分山も雨の中・本日二つめの山梨百名山

午後から回復という天気予報がはずれて、雨の中の山行になってしまったが、ゆっくりのんびり 楽しく歩き
通せた。雨降りも樹林帯の中なら、またそれも良し！と思えた。 パノラマ台手前の根子峠から精進湖へ
下山した。 



下山口・前方に雨の精進湖

下山後、５人で四尾連湖へ車を回収しにいって無事に本日の予定を終了した。

＜タイム＞四尾連湖(6:03)‐蛾ヶ岳(7:25‐40) ‐釈迦ヶ岳(10:46‐55)‐根子峠(14:04)‐精進湖
(14:38)

（磯部N記） 

以上


